
・ICT支援員の配置 ・柏市GIGAWebや掲示板にて情報の共有 等

支える土台

教科の学びを
つなぐ

・柏市の一歩先を行く授業実践（1to1委員会）

★誰と
・先生と・友達と・1人で・学校外の人と
★どの形態で
・対面で・オンラインで

学習形態

情報活用能力の育成

受動
（言われたとおりに）

観察
（スキルや方略の理解）

模倣
（実践を繰り返し精緻化）

自己制御
（同じ場面で）

自己調整
（様々場面でも）

段
階
的
に
子
ど
も
主
体
へ

★どの単位で ★どのように設定
・学級で・グループで ・個人で・１つ・選択

課題設定

情報活用能力の発揮 探究的な学び

児童生徒一人一人を
主語に

自他の対話を大切にしながら，
学び続けるかしわっ子

～よりよい自分 よりよい“かしわ”を
目指して～

深い学びの実装（Excellence） 情報活用能力の向上
個別最適な学びと協働的な学びの一体的な推進

情報活用能力とは コンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を収集、整理・比較、発信・伝達できる力であり、情報
手段の基本的な操作の習得やプログラミング的思考、情報モラル、情報セキュリティ、統計等に関する
資質・能力等も含むもの。

情報活用能力の育成 １つの教科や１つの単元での取り組みによるものではなく，年間を通じて可能な限り全教科
で実践することの積み重ねで身に付くと考えられる。

情報活用能力として育成すべき資質・能力を体系的に整理するイメージ

情報活用能力の発揮 社会や地域に関係する課題等，探究活動を通して発揮されると考えられる。

①
情
報
技
術
の

活
用

②
情
報
技
術
の

適
切
な
取
扱
い

③
情
報
技
術
の

特
性
の
理
解

小学校 中学校

基本的な操作と整理

基本的な操作
目的別の収集・整理・
表現方法

適切な方法の選択
身近な課題の解決

知識及び技能 思考力・表現力・判断力等 知識及び技能 思考力・表現力・判断力等

効率的な解決

ルールとマナー リスクとセキュリティ

仕組みの理解 構造の理解と設計

効率的な情報収集
統計的な分析
複数技術を組み合わせた表現

根拠のある判断
情報の加工による課題
解決

権利・ルール・マナー
セキュリティの基本

正負の影響を踏まえた
適切な行動

権利・責任の法的理解
情報セキュリティーの
基本

多面的な思考
技術リスク評価と適切
な行動

生成AIを含む技術の仕
組みや特性理解
プログラミングの手順

プログラミング的思考
に基づいた解決

生成AIの社会での活用
データの効率的な管理
メディア特性と与える影響

メディア特性の分析
多面的な解決策の構想
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